
戦
争
参
加
法
案
は
10
本
の
関
連
法

を
束
ね
た
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法

案
」と
、
新
た
な
「国
際
平
和
支
援
法
」

を
合
わ
せ
た
２
本
の
法
案
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
法
案
は
「
平
和
」
の
名
を
冠
し
て

い
ま
す
が
、
侵
略
戦
争
を
繰
り
返
し
て

き
た
米
軍
と
の
共
同
作
戦
を
前
提
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
「平
和
」と
は
真
っ
赤

な
嘘
で
す
。

例
え
ば
03
年
３
月
の
米
英
両
国
を
中

軸
と
し
た
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
平
和
を
脅

か
す
大
量
破
壊
兵
器
を
イ
ラ
ク
が
保

有
し
て
い
る
と
の
理
由
で
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
後
日
、
そ
の
理
由
は
ウ
ソ

で
、
石
油
な
ど
の
権
益
に
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
判
明
し
、
国
際
的
な
非
難
が
集
中

し
ま
し
た
。
米
国
を
支
持
し
た
日
本
は
、

未
だ
総
括
・
謝
罪
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

さ
し
く
戦
争
は
、
「平
和
」の
名
で
や
っ
て

く
る
こ
と
は
歴
史
の
事
実
で
す
。

ア
ジ
ア
で
２
０
０
０
万
人
、
日
本
で
３
１

０
万
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
か
ら
70
年
が
経
ち
ま
し
た
。

日
本
は
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
を
「
解
放
」
と

呼
び
、
国
際
的
な
制
裁
に
対
し
、
「
自

存
自
衛
」
と
称
し
、
狂
気
の
戦
争
を
続

け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
戦
争
を
始
め
た

国
が
、
自
ら
「侵
略
」
を
宣
言
す
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
１
９
４
５
年
８
月
15
日
に
「ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
し
、
後
に
平
和
憲

法
が
生
ま
れ
「非
戦
・非
武
装
」の
戦
後

が
築
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
憲
法
９
条
を
２
０
１
４
年
７
月
、

19
名
の
閣
僚
で
解
釈
を
根
底
か
ら
覆

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
安
倍
政
権
の
こ
と
、

「国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求

権
の
権
利
が
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
」

と
の
理
由
で
突
如
、
武
力
行
使
に
突
き

進
む
こ
と
は
十
分
想
像
で
き
ま
す
。

論
理
性
も
整
合
性
も
な
く
、
た
だ
た

だ
自
衛
隊
の
武
力
行
使
を
夢
想
す
る

安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
こ
と
こ
そ
「
幸

福
追
求
権
」の
行
使
で
す
。

全
国
各
地
で
、
各
界
各
層
か
ら
、
老

い
も
若
き
も
、
安
倍
自
公
政
権
の
戦
争

参
加
法
に
「絶
対
反
対
」の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
内
閣
支
持
率
は
今
や
30
％

代
に
急
落
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
を

追
い
詰
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

戦
争
参
加
法
反
対
、
安
倍
政
権
打

倒
！
の
10
万
人
国
会
包
囲
行
動
に
結

集
し
ま
し
ょ
う
。
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新社会党 で
す

こんにちは

戦争参加法を万余の声と行動でつぶそう！

安
倍
政
権
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
（以
下
、
戦
争
参
加
法
）を
、
７
月
15
日
の
衆

議
院
特
別
委
員
会
、
16
日
の
本
会
議
で
強
行
採
決
し
、
同
法
案
は
27
日
、
参
議
院
で

審
議
入
り
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
参
議
院
で
可
決
で
き
な
い
場
合
を
想
定
、
憲
法

第
59
条
第
４
項
の
「60
日
ル
ー
ル
」を
適
用
し
衆
議
院
で
の
再
議
決
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

「決
め
る
と
き
に
は
決
め
る
」と
豪
語
す
る
安
倍
政
権
の
妄
動
を
許
さ
ず
、
声
と
力
を
合

わ
せ
戦
争
参
加
法
を
参
議
院
で
廃
案
に
し
ま
し
ょ
う
。

戦
争
は

平
和
の
名
前
で
や
っ
て
く
る

戦
争
は

「
自
存
自
衛
」
か
ら
始
ま
る

支
持
率
急
降
下
、

追
い
詰
め
よ
う
安
倍
政
権

2015年８月号
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８
月
30
日
、
国
会
包
囲
・
安
倍
政
権
打
倒
へ
！

す
べ
て
の
力
を
国
会
へ

10
万
人
国
会
包
囲
行
動

午
後
２
時
～
・
国
会
周
辺

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

憲
法
無
視
、
意
見
聞
か
ず

何
で
も
あ
り
の
独
裁
政
権

８月30日



最
低
賃
金
は
地
域
ご
と
の
物
価
や
所
得

水
準
な
ど
に
応
じ
て
都
道
府
県
を
Ａ
～
Ｄ

ラ
ン
ク
に
分
類
し
て
決
め
ま
す
。
Ａ
ラ
ン
ク

(

平
均
19
円
引
き
上
げ)

は
東
京
、
神
奈
川
、

大
阪
、
愛
知
、
千
葉
の
５
都
府
県
、
Ｂ
ラ
ン

ク
（
15
円
引
き
上
げ
）
は
11
府
県
、
Ｃ
ラ
ン

ク
（
14
円
引
き
上
げ
）
は
14
道
県
、
Ｄ
ラ
ン

ク
（
13
円
引
き
上
げ
）
は
17
県
。
最
高
Ａ
ラ

ン
ク
の
東
京
は
９
０
７
円
、
最
低
Ｄ
ラ
ン
ク

の
沖
縄
等
は
６
９
０
円
に
な
り
ま
す
。

４
年
連
続
と
な
っ
た
最
賃
引
上
げ
。
全
労

働
者
の
４
割
を
占
め
る
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど
非
正
規
の
待
遇
は
ど
れ
ほ
ど
改

善
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
週
５

日
働
く
と
し
て
、
東
京
の
場
合
は
月
額
14
万

５
２
０
０
円
、
同
じ
く
沖
縄
の
場
合
は
11
万

４
０
０
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

相
対
的
貧
困
率
の
高
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

場
合
、
子
育
て
の
都
合
に
よ
り
フ
ル
タ
イ
ム

で
週
５
日
間
、
働
く
の
は
無
理
で
す
。
少
な

い
収
入
の
中
か
ら
ア
パ
ー
ト
代
や
光
熱
費
な

ど
を
支
払
う
と
生
活
保
護
水
準
以
下
に
な

る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
春
闘
に
続
い
て
最
賃
引
上
げ

に
も
「
介
入
」
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
目

線
は
低
所
得
者
（
貧
困
者
）
救
済
に
は
向
い

て
い
ま
せ
ん
。
10
～
20
円
の
最
賃
引
上
げ
→

総
所
得
が
４
０
０
～
９
０
０
億
円
増
加
→
大

衆
消
費
の
増
大
→
景
気
の
好
循
環
に
よ
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
狙
い
で
す
。

そ
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ジ
リ
貧
と
な
り
、
代
っ

て
ア
ベ
カ
ラ
ー
が
全
開
し
て
い
ま
す
。
戦
争

参
加
を
可
能
に
す
る
安
保
法
制
の
整
備
を

急
ぐ
違
憲
政
治
が
国
民
の
猛
反
発
を
受
け
、

ア
ベ
人
気
が
急
落
。
そ
の
挽
回
策
に
最
賃
引

き
上
げ
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

最
賃
引
上
げ
に
反
対
し
て
き
た
の
は
非
正

規
を
フ
ル
活
用
す
る
大
企
業
で
し
た
。
し
か

も
、
最
賃
引
き
上
げ
分
を
生
産
性
の
向
上

と
就
労
調
整
で
取
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
で
き
な
い
中
小
企
業
は
、
政
府
の
支
援

に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
政
府
は
、
他
方
の
手
で
労
働
者
派
遣

法
を
改
悪
す
る
な
ど
、
貧
困
と
格
差
の
原

因
と
な
る
労
働
法
制
の
改
悪
を
全
面
推
進
、

ま
さ
に
悪
代
官
役
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

と
も
な
貧
困
対
策
が
な
い
中
で
戦
争
政
策

を
進
め
れ
ば
、
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
は
戦
前
へ

と
回
帰
し
て
し
ま
い
ま
す
。
最
賃(

時
給)

は
、

最
低
１
０
０
０
円
は
必
要

で
す
。
生
活
の
不
安
を
解

消
し
、
戦
争
を
し
な
い
社

会
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会
お問い合わせ先

2015年８月

15
年
度
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
目
安
が

決
ま
っ
た
。
全
国
平
均
で
前
年
度
よ
り
２
円

多
い
18
円
増
、
時
給
７
９
８
円
と
し
ま
し
た
。

労
働
側
に
は
今
春
闘
の
賃
上
げ
率
を
上
回
っ

て
評
価
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
貧
困

と
格
差
社
会
で
「健
康
で
文
化
的
な
生
活
」を

支
え
る
最
低
限
度
の
額
に
は
程
遠
い
も
の
で

す
。
し
か
も
、
今
回
の
引
き
上
げ
は
安
倍
首
相

の
鶴
の
一
声
で
決
ま
り
、
内
閣
支
持
率
回
復

の
た
め
の
政
治
的
引
き
上
げ
と
あ
っ
て
、
制
度

の
健
全
化
に
危
険
信
号
が
灯
り
ま
す
。

「官製最低賃金を引き上げ」を問う！

非
正
規
を
フ
ル
活
用
す
る
大
企
業

焦
る
戦
争
の
道
を
急
ぐ
安
倍
政
権

東
京
９
０
７
円
、

沖
縄
６
９
０
円

実
際
の
生
活
は

生
活
保
護
水
準
以
下

ジ
リ
貧
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
中
で

貧
困
撲
滅
で

生
活
不
安
解
消
へ

時給
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